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特別養護老人ホームや介護老人保健施設など従来型入所施設では、多人数の利用者に対して、

数名ずつチームを組みながら集団的にケアが行われることが多い。そこでは広いフロアに大勢

の利用者が集められ、機能的かつ効率的にケアが提供されているため、一人ひとりの利用者に

あったケアをすることは難しい。 

介護保険制度施行後、従来型入所施設では、ユニットケアに移行して、「個別ケア」の実現

を目指す施設が出てきた。ユニットケアとは、1 ユニットの利用者を 10 人程度の小単位に分

け、共同生活を送り、個別的な関わりを重視するケアである（医療経済研究機構 2010）。 

既存の施設でユニット化を推進するには、建築構造上区間変更が困難な所も多い。平成 18年

4 月の介護報酬改定に伴い介護福祉施設の「準ユニットケア加算」が創設され、平成 24年厚生

労働省告示第 97号 53 で、「準ユニットケア」の基準として示された。しかし従来型介護老人

福祉施設では、準ユニットケアを実施している施設はまだ少数であり、実施している施設にお

いても全スタッフが準ユニットケアを理解している訳ではない。個別性の高いケアの実施のた

めにはユニットケアの要素を持つ準ユニットケアは必要である。そこで本研究では、ユニット

ケアの要素を持つ準ユニットケアを従来型介護老人福祉施設で展開するために、準ユニットケ

アに取り組んだ介護職員の意識を探ることで、準ユニットケアの現状と課題を明らかにし、準

ユニットケアが浸透し促進につながると考える。 

対象者の概要は、今後準ユニットケアに取り組みたいと考えている従来型介護老人福祉施設

A 施設に勤務する管理者 1 名、介護職員 12 名であった。1 カ月間準ユニットケアを実施する。

実施前後に、インタビューし、分析は、修正版グラウンデット・セオリー・アプローチを用い

行った。以下に結果を示す。【 】はカテゴリーである。 

調査の結果、実施前のインタビューでは、従来型施設の入浴は、【集団入浴の安心感】がある

反面【その人らしい入浴の困難】である。食事については、【安全で楽しい食事の環境づくり】

は出来るが、集団での食事で仲間が出来楽しい反面、全介助の利用者の介助をしていると、突

然の動き出しなどに対応できず、目が行き届かない状況がある。排泄は、時間制限があり【定

時誘導＋誘導による効率の良い排泄介助】をしているが、個別の排泄パターンに対応出来てい

ないため、トイレ誘導が間に合わず、失禁してしまうこともある。利用者に不快な思いをさせ

てしまうこともある。従来型ケア全体で見ると、集団での生活なので、【社会参加の欲求の満

足】はあるが、その反面【集団による生活のしづらさ】があるが示された。 

 準ユニットケア実施後のインタビューでは、入浴は、個別入浴を実施したが、ゆったり 

と利用者のペースで入れたことにより【生活の継続への喜び】が感じられたが、【職員の 

負担が増えることによる利用者への影響】が見られた。排泄においては、【時間の制約の解放に

より利用者と向き合った排泄介助の実施】でき、利用者の排泄パターンに合わせた排泄介助が

実施できたが、今後継続のためには、職員の人数の問題や建築上の限界があり【個別排泄継続

のための工夫】が必要であることが示された。 

管理者も従来型の【環境が作るネガティブな意識】があり、利用者の世代も変化してくるこ

とで、【世代に合った生活の継続性】が必要であると認識している。準ユニットケアの導入は、

ユニットケアへの職員の反発や、建築構造上の限界があるため、導入しても従来型ケアに戻っ

てしまうことが多い。今回の準ユニットケアの体験が、介護職員の【個別ケアの意識向上のき

っかけ】になると考えていることが示された。準ユニットケアを実施し全体で見ると、介護職

員に【個別ケアの意識の向上】が見られたと考える。準ユニットケア実施のためには、【施設の

一貫した姿勢】が必要不可欠である。施設主導で【ケア方法の統一】を行うことが重要である。

そのためには、従来型介護老人福祉施設だからこそ【従来型施設におけるユニットケア教育の

役割】を認識し、体験型の研修を取り入れていく必要があることが示された。 
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本研究より、従来型介護老人保健施設だからこそ、ユニットケア教育を学ぶ必要があり、個

別ケアの理解が大切であることが示唆された。全てのユニットケアの要素を取り入れることは

難しいが、出来るところから、部分的に取り入れていくことが必要と考える。費用の面からも、

ハード面の改善には建築構造上の限界がある。ソフト面は、介護職員の個別ケアに対する理解

と意識改革の必要性があると考える。今回のような準ユニットケアの体験型研修を取り入れる

ことで、介護職員自ら個別ケアの必要性とユニットケア方法を学ぶことで、介護職員の【個別

ケアの意識の向上】し、ユニットケアの要素を取り入れた準ユニットケアへの理解が深まった

ことで、【ケア方法の統一】が図られたと考える。しかし、従来型介護老人福祉施設でのユニ

ットケアの要素を取り入れた、準ユニットケアを実現するためには、今回の取り組みで、ソフ

ト面の様々工夫でハード面を補い、試行錯誤しながら従来型介護老人福祉施設による実施が、

ユニットケアの効果が期待できる可能性が示唆された。よって従来型施設のような既存の施設

において、個別性の高いケアを実施していくためには、準ユニットケアの導入は必要であり、

【施設の一貫した姿勢】、【ケア方法の統一】、【従来型施設におけるユニットケア教育の役

割】が重要であると考える。準ユニットケアの理解が進み、準ユニットケアの導入を促進する

要因のひとつとなることが期待できると示唆された。 
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